
大田原市指定天然記念物
「おかんじち川」のイトヨ

金田北部地域環境保全会

代表 荒井 一夫

イトヨ保全活動の取り組み



生息地の概要
おかんじち川は大田原市西北部
の市野沢と富池の境界付近に位置
する。周辺は田園が開ける。最上流
部は湧水地となっており、周辺より
一段の窪みを形成する。水源地に
は、堂宇があり、また北東部には温
泉神社が鎮座、水源地より下流約
100m地点の地点には水神を祭る
祠がある。昔からの湧水に対する
信仰がうかがえる。

流れは、途中養魚場とそれに迂回
する水路に分かれ、養魚場を経由
した地点で再び合流し、住宅街及び
主要地方道大田原・芦野線を通り、
湧水地より約1kmの地点で相の川
へ注ぐ。
昭和36年3月22日に大田原市の
天然記念物に指定される。指定の
範囲は最上流部の湧水地より下流
500mである。
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大田原市指定天然記念物「イトヨ生息地河川おかんじち川」

↑
養魚場

湧水河川上流

下流の湧水池
（民家の庭先）

・1974（昭和49年）年以降生息確認さ
れず
（湧水の渇水、農薬の流入などが原因）
・上流は堆積土砂でほぼ陸化
→生息地として機能しない状況に

（市で指定解除が議題に上がったことも）

→方向性を検討するため、調査を行った

ところ、イトヨを再確認した
（下流の湧水池と、その下流の水路で）

湧水河川上流の整備の方向性：

イトヨ生息環境の復元
→イトヨ再導入を目指す

・1961（昭和36）年3月22日指定
・以前は湧水河川上流を中心に生息

・2008（平成20年）年に地元から湧水
河川上流の整備（池の造成と植栽）をし
たいとの要望

2



3

地元多面取組説明会
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１匹のイトヨ
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イトヨに関する講演会（平成22年）



１ 上流の湧水池における環境整備工事
（工期：平成21.5.29～6.11）

・堆積土砂の除去（湧水と澪筋の復元）
・護岸工の設置（土砂流入の防止）
・工事直前のイトヨ生息状況調査

工事前 工事中 工事後
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澪筋

湧水口

白っぽいところは湧水が出ている

L字型の擁壁
（裏側は玉石が
積んである）

蛇篭

・金田北部環境保全会→工事主体
（農水省事業「農地・水・環境
保全向上対策」地元活動組織）

※費用の300万円はすべて保全会が負担
・市（教育委員会）

→他部署（土木部）との調整
・水産試験場、岐阜経済大

→工法と工事後のモニタリングに
関する指導

深み
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モニタリング項目

・植生の回復状況

・湧水量の推移

・イトヨが成長・繁殖できる環境になったか？

（生け簀での畜養試験）

２ 環境整備工事後のモニタリング
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２ 環境整備工事後のモニタリング
（１）植生の回復状況

2009(平成21)年5月（工事中） 2009(平成21)年11月 2011(平成23)年5月

・工事終了から半年後（2009(平成21)年11月）にはミクリや
バイカモ等の植生の回復が始まる

→順調に回復
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（２）湧水量

２ 環境整備工事後のモニタリング

工事前：春から梅雨までは，ほとんどなし
（灌漑用水として地下水が盛んにくみ上げられるため）

工事後：年間を通じて0.1m3/sec以上
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２ 環境整備工事後のモニタリング
（３）イトヨが成長・繁殖できる環境になったか？
→生け簀での畜養試験（2011(平成23)年2月13日～6月22日）

試験開始時 試験終了時

・湧水河川上流に生け簀を設置
・イトヨを生け簀に放流し、定期的に体長測定と成熟状況を確認
→放流尾数・・・10尾（下流の湧水池から）
体長測定と成熟状況の確認・・・4月、5月、6月に実施
（週に2～3回，保全会が生け簀のゴミ取りを実施）

2m

3m
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生け簀に放流したイトヨの成長
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生け簀に放流したイトヨの体長の推移 生け簀に放流した個体と下流で採捕し
た個体の体長

・2月から4月の間で大きく成長
・4月には生け簀に放流した個体は下流の個体よりも有意に成長

順調に成長 12



生け簀に放流したイトヨの成熟・繁殖状況

♂

♀

試験開始（2月13日） 試験開始2ヶ月後
（4月13日）

婚姻色C
（まだ表れていない）

婚姻色A
（顕著に現れ、
繁殖活性が高い）

成熟状態3
（未成熟）

成熟状態1
（抱卵）

当歳魚を確認
（6月22日）

※Mori（1993）の方法による（♂を3段階、♀を4段階に分け
る）

イトヨの成熟と繁殖を確認
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環境整備工事後のモニタリングのまとめ

植生・・・順調に回復

湧水量・・・年間を通して確保

イトヨの成長・・・順調

成熟・・・順調

繁殖・・・確認

湧水河川上流への再導入に必要な環境条件が整う
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イトヨ放流会の様子
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定時生息状況調査
年度 日付 数

平成27(2015)年度 12月11日 81

平成28(2016)年度 11月8日 65
平成29(2017)年度 11月28日 117
平成30(2018)年度 10月17日 179
令和元(2019)年度 11月7日 608

16



17

生き物調査の一コマ



ウォークラリーと

校外学習の１コマ
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・わき水が少なくなる
・池がどろでうまる
・農薬の流入

なぜイトヨがいなくなったのか？
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バックアップのための生簀設置と放流
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水深・水量調査（池の御前）
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看板設置 榎の木
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看板設置 おかんじち
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看板設置池の御前
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おわりに

自然は人の手を加えて守
られるのも自然だと思う。

地域の宝物は地域の皆
の手で維持していきます。

おかんじち川

池の御前湧水地

ご清聴ありがとうございました。


